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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第97期

第２四半期連結
累計期間

第98期
第２四半期連結
累計期間

第97期
第２四半期連結
会計期間

第98期
第２四半期連結
会計期間

第97期

会計期間

自  平成20年
    12月１日
至  平成21年
    ５月31日

自  平成21年
    12月１日
至  平成22年
    ５月31日

自  平成21年
    ３月１日
至  平成21年
    ５月31日

自  平成22年
    ３月１日
至  平成22年
    ５月31日

自  平成20年
    12月１日
至  平成21年
     11月30日

売上高 (百万円) 27,539 31,956 11,897 17,227 53,325

経常利益又は
経常損失(△)

(百万円) △433 2,327 △877 2,103 △2,703

四半期(当期)純利益
(△損失)

(百万円) △1,300 1,322 △744 1,196 △3,769

純資産額 (百万円) ― ― 64,366 64,642 61,734

総資産額 (百万円) ― ― 118,061 106,910 113,382

１株当たり純資産額 (円) ― ― 613.04 606.58 582.19

１株当たり四半期
(当期)純利益(△損失)
金額

(円) △13.52 13.76 △7.75 12.45 △39.22

潜在株式調整後１株
当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 49.9 54.5 49.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 4,767 7,211 ― ― 6,049

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,778 △1,906 ― ― △4,633

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 6,632 △11,812 ― ― 5,470

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 22,618 14,467 20,816

従業員数 (名) ― ― 4,866 4,668 4,686

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第97期第２四半期連結累計(会計)期間及び第97期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につ

いては、１株当たり四半期(当期)純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第98期第２四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

　

EDINET提出書類

オーエスジー株式会社(E01377)

四半期報告書

 2/29



２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年５月31日現在

従業員数(名) 4,668

(注) 従業員数は就業人員であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年５月31日現在

従業員数(名) 1,646

(注) 従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループは、精密切削工具をはじめとする精密機械工具の専業メーカー及び販売会社であり、事業の

種類を大別すると精密機械工具部門とその他に分類されます。なお、精密機械工具部門における売上高及び

営業損益はいずれも全体の90％を超えているため事業の種類別セグメントは省略しておりますが、当第２

四半期連結会計期間における製品別の生産、受注及び販売の状況は、次のとおりであります。

　

(1) 生産実績及び受注状況

当社グループの生産品目は、広範囲かつ多種多様であり、同種の製品であってもその形状は一様ではな

いため生産規模を金額あるいは数量で示すことはしておりません。また、受注から販売までの期間は概ね

１ケ月以内であり、受注高はほぼ販売高と均衡しているため受注状況の開示を省略しております。

　
　
(2) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を製品別に示すと、次のとおりであります。
　

品目別 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

切削工具 　ねじ切り工具 5,578 ＋60.3

　 　ミーリングカッター 3,979 ＋35.6

　 　その他切削工具 4,096 ＋57.1

　 計 13,654 ＋51.3

　 転造工具 1,673 ＋93.9

　 測定工具 270 ＋47.7

　 その他 1,628 △10.9

合計 17,227 ＋44.8

(注) １　相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、当該割合が100分の10を超えている相手

先がないため記載を省略しております。

２　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当第２四半期連結会計期間における財政状態及び経営成績の分析は以下のとおりです。また、文中の将来

に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものです。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結会計期間は、失業率の高止まりや消費者物価の継続的な下落等、依然として先行き不透

明感が残るものの、中国やインドをはじめとする新興国の継続的な成長や、各国政府の景気対策等により景

気は回復基調を維持しました。

当精密機械工具業界においては、主要ユーザーである自動車関連産業及びＩＴ関連産業での生産の増加

や在庫調整の進展等により、市況は回復を継続しました。

当社グループにおいても、売上高は前第３四半期を底に以降四半期ベースで増加を継続しました。当第２

四半期連結会計期間の売上高は、経済危機以前の水準にまで達した中国をはじめとするアジア地域の好調

な需要に牽引され前年同期比にてプラスに転じました。売上高の増加に伴う製造部門の稼働率の向上とコ

スト削減活動の継続等により、利益面での回復傾向もより確かなものとなりつつあります。

以上の結果、売上高は172億２千７百万円（前年同期比44.8％増）、営業利益22億２千９百万円（前年同

期は11億９千７百万円の営業損失）、経常利益21億３百万円（前年同期は８億７千７百万円の経常損失）、

四半期純利益11億９千６百万円（前年同期は７億４千４百万円の四半期純損失）となりました。

　

所在地別セグメント業績は次のとおりです。

　

[日本]

売上高は120億２千１百万円（前年同期比56.9％増）、営業利益は10億５千１百万円(前年同期は12億６

千４百万円の営業損失)となりました。

主要ユーザー業界である自動車関連産業での生産の回復及び在庫調整の進展等により、売上高は前第３

四半期を底に以降四半期ベースで増加を継続しており、当第２四半期はその基調をより鮮明に反映した結

果となりました。売上高の増加に伴う製造部門の稼働率の向上とコスト削減活動の継続等により営業損益

は損失から黒字に転じました。

　

[米州]

売上高は27億５千５百万円（前年同期比23.9％増）、営業利益は１億８千６百万円（前年同期比　

509.7％増）となりました。

主要市場の北米においては、自動車関連産業をはじめとしたユーザーでの生産の増加を反映し、市況は前

第３四半期を底に回復基調を継続しています。自動車関連産業の生産増加を受け、いち早く回復に転じた転

造工具に続く主力製品のタップ、超硬エンドミル、超硬ドリル等の切削工具の需要の回復により、当第２四

半期は前年同期と比較して売上高、営業利益ともに増加しました。

　

[欧州]

売上高は14億２千１百万円（前年同期比12.7％増）、営業利益は１億５千４百万円（前年同期は５千５

百万円の営業損失）となりました。

欧州の全般的な景気は、力強さに欠けるものの緩やかな回復基調に転じつつあります。自動車関連産業で

の生産の回復及び在庫調整の進展等により売上高は前第４四半期を底に回復に転じました。当第２四半期

は前年同期と比較して営業損益は損失から黒字に転じました。
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[アジア]

売上高は39億１千９百万円（前年同期比71.8％増）、営業利益は８億６百万円（前年同期比1,297.7％

増）となりました。

中国、韓国では市況の回復とともに、売上高は他地域に先駆け前第２四半期に底打ちし以降増加を継続し

ており、なかでも中国での売上高は経済危機以前の水準にまで回復しました。台湾及び東南アジア地域にお

いても、自動車関連産業、電子産業、家電産業の生産回復を受け市況は回復に転じています。中国をはじめ新

興国需要の中心地として当セグメントは売上高、営業利益ともに高い増加率となりました。

　

当社グループは、精密切削工具をはじめとする精密機械工具の専業メーカー及び販売会社であり、事業の

種類を大別すると精密機械工具部門とその他に分類されます。なお、精密機械工具部門における売上高及び

営業損益はいずれも全体の90％を超えているため事業の種類別セグメントは省略しておりますが、主な製

品別の業績は次のとおりです。

　

[切削工具部門]

切削工具部門の売上高は、136億５千４百万円（前年同期比51.3％増）となりました。

自動車関連産業をはじめとする製造業の生産の増加を反映し売上高は前第３四半期以降、回復を継続し

ています。当第２四半期においては、タップ、超硬エンドミル及び超硬ドリル等の主要な製品全てが前年同

期に対して増加しており、当部門全体の売上高は大幅に増加しました。

　

[転造工具部門]

転造工具部門の売上高は、16億７千３百万円（前年同期比93.9％増）となりました。

当部門の製品は受注生産が主体であり、ユーザーでの生産状況が工具の需要に直接的に反映される傾向

にあり、売上高は前第２四半期を底に他部門よりいち早く回復し増加を継続しています。自動車関連産業等

の生産の増加を反映し、自動車部品転造加工用のロートフロー転造ダイス、ボルト転造用ダイス等、当部門

の売上高は増加しました。

　

[測定工具部門]

測定工具部門の売上高は、２億７千万円（前年同期比47.7％増）となりました。

加工精度を検査するねじゲージ等の測定工具は、当社グループの主要製品である切削工具やねじ転造工

具と同一のユーザーの加工現場にて使用されており、需要の動向はこれらの製品と同様な傾向にあります。

切削工具及び転造工具の需要回復に伴い、当部門の売上高も増加しました。

　

[その他部門]

その他部門の売上高は、16億２千８百万円（前年同期比10.9％減）となりました。

当製品部門に含まれる主な製品は、工作機械、特殊ねじ頭形状の精密小ねじマイクロスティックス（パソ

コン用HDD、携帯電話、ゲーム機器向けが主な用途) 及び超硬工具用の原材料です。主として設備投資需要の

回復の遅れによる工作機械の売上高の減少により、当部門全体の売上高は減少しました。

　

(2) 資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、受取手形及び売掛金、投資有価証券等が増加しました

が、有価証券（譲渡性預金）、商品及び製品等が減少したことにより、前連結会計年度末（以下、「前期末」

という）と比較して64億７千１百万円減少し、1,069億１千万円となりました。
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一方負債は、支払手形及び買掛金、１年内返済予定の長期借入金、未払法人税等が増加しましたが、短期借

入金、長期借入金等が減少したことにより、前期末と比較して93億７千９百万円減少し、422億６千７百万円

となりました。

また、純資産は利益剰余金、その他有価証券評価差額金、為替換算調整勘定等が増加したことにより、前期

末と比較して29億７百万円増加し、646億４千２百万円となりました。この結果、自己資本比率は前期末と比

較して5.2ポイント増加し、54.5％となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は144億６千

７百万円となり、第１四半期連結会計期間末と比較して６億７千６百万円の減少、また前連結会計年度末と

比較して63億４千９百万円の減少となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によって得られた資金は48億４千３百万円となりました。（前年同四半期連結会計期間（以下、

「前年同期」という）比６千９百万円減）主な要因は税金等調整前四半期純利益20億５千９百万円、減価

償却費12億９千３百万円、たな卸資産の減少額13億２千６百万円、仕入債務の増加額３億４千５百万円、法

人税等の還付額４億５百万円、売上債権の増加額10億５千５百万円、利息の支払額１億４千９百万円、法人

税等の支払額１億１千６百万円等です。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によって支出した資金は10億７百万円となりました。（前年同期比３億２千６百万円増）主な

要因は定期預金の払戻による収入３億３千９百万円、有形固定資産の取得による支出８億１千８百万円等

です。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によって支出した資金は45億６千万円となりました。（前年同期は11億３千９百万円の収入）

主な要因は長期借入れによる収入６億４千万円、短期借入金の純減少額38億４千８百万円、長期借入金の返

済による支出13億３千万円等です。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は２億１千２百万円です。

なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更及び重要な設備計画の完了はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成22年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年７月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 98,955,226 98,955,226

東京証券取引所
(市場第一部)
名古屋証券取引所
(市場第一部)

単元株式数
100株

計 98,955,226 98,955,226 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年３月１日～
平成22年５月31日

─ 98,955,226 ─ 10,404 ─ 12,051
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(6) 【大株主の状況】

平成22年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ステート　ストリート　バンク　
アンド　トラスト　カンパニー
（常任代理人　香港上海銀行東
京支店）

P．O．BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS
02101 U．S．A.
 
（東京都中央区日本橋三丁目11番1号）

7,357 7.43

農林中央金庫 東京都千代田区有楽町一丁目13番2号 2,967 2.99

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町二丁目11番3号 2,763 2.79

オーエスジーエージェント会 愛知県豊川市本野ヶ原三丁目22番地 2,668 2.69

オーエスジー持株会 愛知県豊川市本野ヶ原三丁目22番地 2,661 2.68

ジュニパー
（常任代理人　株式会社三菱東
京UFJ銀行）

P．O．BOX 2992 RIYADH　11169　KINGDOM　
OF　SAUDI　ARABIA
 
（東京都千代田区丸の内二丁目7番1号）

2,397 2.42

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町一丁目1番2号 2,100 2.12

トヨタ自動車株式会社 愛知県豊田市トヨタ町1番地 2,100 2.12

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目8番11号 1,955 1.97

NCT信託銀行株式会社（投信
口）

東京都品川区東品川二丁目3番14号 1,906 1.92

計 ― 28,877 29.18

(注)　上記以外に当社の自己株式(2,884千株、持株比率2.91％)があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

2,884,900
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

95,933,000
959,330 ―

単元未満株式
普通株式

137,326
― ―

発行済株式総数 98,955,226 ― ―

総株主の議決権 ― 959,330 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,100株(議決権の数41個)含ま

れております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
オーエスジー㈱

愛知県豊川市本野ヶ原
三丁目22番地

2,884,900 ― 2,884,900 2.91

計 ― 2,884,900 ― 2,884,900 2.91

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成21年12月 平成22年１月 ２月 ３月 ４月 ５月

最高(円) 985 1,031 1,013 1,008 1,123 1,121

最低(円) 783 950 872 874 955 867

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年３月１日から平成21年５月31日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成20年12月１日から平成21年５月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年３月１日から平成22年５月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成21年12月１日から平成22年５月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年３月１

日から平成21年５月31日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年12月１日から平成21年５月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年３月１日から平成22年５月31日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年12月１日から平成22年５月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,696 13,995

受取手形及び売掛金 13,383 11,543

有価証券 2,000 9,000

商品及び製品 12,118 14,373

仕掛品 2,573 2,250

原材料及び貯蔵品 3,546 3,950

その他 2,754 2,885

貸倒引当金 △155 △154

流動資産合計 50,918 57,845

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 14,655

※
 15,053

機械装置及び運搬具（純額） ※
 13,824

※
 14,113

土地 11,119 10,962

その他（純額） ※
 2,194

※
 2,337

有形固定資産合計 41,795 42,465

無形固定資産

のれん 724 812

その他 2,602 2,069

無形固定資産合計 3,326 2,881

投資その他の資産

投資有価証券 3,855 2,854

その他 7,315 7,617

貸倒引当金 △300 △283

投資その他の資産合計 10,870 10,188

固定資産合計 55,992 55,536

資産合計 106,910 113,382

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,227 2,417

短期借入金 6,207 16,395

1年内返済予定の長期借入金 6,003 3,581

未払法人税等 909 406

賞与引当金 238 166

役員賞与引当金 16 14

その他 5,045 4,646

流動負債合計 21,648 27,628
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年11月30日)

固定負債

長期借入金 17,737 21,254

退職給付引当金 304 272

役員退職慰労引当金 47 53

その他 2,529 2,437

固定負債合計 20,618 24,018

負債合計 42,267 51,647

純資産の部

株主資本

資本金 10,404 10,404

資本剰余金 14,197 14,197

利益剰余金 43,505 42,471

自己株式 △3,871 △3,870

株主資本合計 64,235 63,202

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 679 102

為替換算調整勘定 △6,640 △7,374

評価・換算差額等合計 △5,961 △7,271

少数株主持分 6,368 5,803

純資産合計 64,642 61,734

負債純資産合計 106,910 113,382
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年12月１日
　至 平成21年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年５月31日)

売上高 27,539 31,956

売上原価 19,257 21,254

売上総利益 8,282 10,702

販売費及び一般管理費 ※
 8,787

※
 8,170

営業利益又は営業損失（△） △505 2,531

営業外収益

受取利息 99 94

受取配当金 25 16

為替差益 － 64

助成金収入 394 22

その他 291 222

営業外収益合計 812 419

営業外費用

支払利息 312 282

売上割引 190 221

為替差損 121 －

その他 115 119

営業外費用合計 740 623

経常利益又は経常損失（△） △433 2,327

特別利益

固定資産売却益 7 6

子会社清算益 － 31

その他 0 8

特別利益合計 8 46

特別損失

固定資産売却損 9 9

固定資産除却損 47 44

ゴルフ会員権評価損 58 12

役員退職慰労金 45 －

減損損失 － 16

その他 13 1

特別損失合計 174 84

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△599 2,289

法人税、住民税及び事業税 630 846

法人税等調整額 △61 △245

法人税等合計 569 601

少数株主利益 131 365

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,300 1,322

EDINET提出書類

オーエスジー株式会社(E01377)

四半期報告書

15/29



【第２四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

売上高 11,897 17,227

売上原価 9,085 10,882

売上総利益 2,812 6,344

販売費及び一般管理費 ※
 4,010

※
 4,115

営業利益又は営業損失（△） △1,197 2,229

営業外収益

受取利息 61 42

受取配当金 0 0

助成金収入 394 5

その他 160 137

営業外収益合計 616 186

営業外費用

支払利息 159 127

売上割引 70 125

その他 66 59

営業外費用合計 296 312

経常利益又は経常損失（△） △877 2,103

特別利益

固定資産売却益 4 0

ゴルフ会員権評価損戻入額 3 －

その他 0 2

特別利益合計 8 2

特別損失

固定資産売却損 8 8

固定資産除却損 8 29

その他 － 8

特別損失合計 17 46

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△885 2,059

法人税、住民税及び事業税 156 519

法人税等調整額 △303 132

法人税等合計 △146 651

少数株主利益 4 211

四半期純利益又は四半期純損失（△） △744 1,196
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年12月１日
　至 平成21年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△599 2,289

減価償却費 2,864 2,606

減損損失 － 16

のれん償却額 241 82

子会社清算損益（△は益） － △31

有形固定資産除却損 47 44

有形固定資産売却損益（△は益） 1 2

投資有価証券評価損益（△は益） 11 －

受取利息及び受取配当金 △125 △110

支払利息 312 282

持分法による投資損益（△は益） △0 △0

売上債権の増減額（△は増加） 6,482 △1,611

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,912 2,612

仕入債務の増減額（△は減少） △2,335 723

未払費用の増減額（△は減少） △2,126 124

その他 △216 380

小計 2,646 7,413

利息及び配当金の受取額 109 70

利息の支払額 △266 △321

法人税等の支払額 △1,469 △356

法人税等の還付額 3,747 405

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,767 7,211

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △742 △400

定期預金の払戻による収入 8 505

有形固定資産の取得による支出 △1,599 △1,377

有形固定資産の売却による収入 21 32

投資有価証券の取得による支出 △3 △6

子会社株式の取得による支出 △52 △45

その他 △409 △615

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,778 △1,906

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 8,992 △10,274

長期借入れによる収入 1,000 640

長期借入金の返済による支出 △1,882 △1,797

自己株式の取得による支出 △171 △0

配当金の支払額 △1,156 △289

少数株主への配当金の支払額 △150 △90

財務活動によるキャッシュ・フロー 6,632 △11,812

現金及び現金同等物に係る換算差額 △560 157

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 8,060 △6,349

現金及び現金同等物の期首残高 14,557 20,816

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 22,618

※
 14,467
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年12月１日　至　平成22年５月31日)

１．連結の範囲に関する事項の変更

(1)　連結の範囲の変更

Comercializacion Y Mantenimiento De Herramientas De Corte, S.A.は平成21年10月１日にOSG Tooling

Iberica, S.L.と合併したことにより、消滅しました。

　OSG (Thailand) Co., Ltd.は平成21年12月22日に清算を結了しております。

(2)　変更後の連結子会社の数

46社

 

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年12月１日　至　平成22年５月31日)

（税金費用の計算）

一部の連結子会社は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。　　
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末
(平成21年11月30日)

※ 有形固定資産の減価償却累計額　　　78,243百万円※ 有形固定資産の減価償却累計額　　　76,153百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年12月１日
至  平成21年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年５月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主なものは、次のとおり

であります。

　　　減価償却費　　　　　　　　　　　　471百万円

　　　退職給付費用　　　　　　　　　　　110　〃

　　　役員賞与引当金繰入額　　　　　　　　8　〃

　　　従業員給与賞与　　　　　　　　　3,387　〃

　　　販売奨励金　　　　　　　　　　　　176　〃

　　　のれん償却額　　　　　　　　　　　241　〃

※　販売費及び一般管理費のうち主なものは、次のとおり

であります。

　　　減価償却費　　　　　　　　　　　 403百万円

　　　退職給付費用　　　　　　　　　　 112　〃

　　　役員賞与引当金繰入額　　　　　　　16　〃

　　　従業員給与賞与　　　　　　　　 3,215　〃

　　　販売奨励金　　　　　　　　　　　 267　〃

　　　のれん償却額　　　　　　　　　　　82　〃

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年３月１日
至  平成21年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年５月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主なものは、次のとおり

であります。

　　　減価償却費　　　　　　　　　　　　232百万円

　　　退職給付費用　　　　　　　　　　 　68　〃

　　　役員賞与引当金繰入額　　　　　　　　4　〃

　　　従業員給与賞与　　　　　　　　　1,580　〃

　　　販売奨励金　　　　　　　　　　　　 65　〃

　　　のれん償却額　　　　　　　　　　　 56　〃

※　販売費及び一般管理費のうち主なものは、次のとおり

であります。

　　　減価償却費　　　　　　　　　　　 200百万円

　　　退職給付費用　　　　　　　　　　　58　〃

　　　役員賞与引当金繰入額　　　　　　　12　〃

　　　従業員給与賞与　　　　　　　　 1,596　〃

　　　販売奨励金　　　　　　　　　　　 151　〃

　　　のれん償却額　　　　　　　　　　　41　〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年12月１日
至  平成21年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年５月31日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年５月31日現在)

現金及び預金 16,893百万円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△1,275  〃

計 15,618百万円

有価証券 7,003  〃

株式及び取得日から満期日又は
償還日までの期間が３ヶ月を
超える短期投資

△3  〃

現金及び現金同等物 22,618百万円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年５月31日現在)

現金及び預金 14,696百万円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△2,228  〃

計 12,467百万円

有価証券 2,000  〃

株式及び取得日から満期日又は
償還日までの期間が３ヶ月を
超える短期投資

△  0  〃

現金及び現金同等物 14,467百万円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年５月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年12月１日　至　

平成22年５月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 98,955,226

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 2,884,985

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年２月20日
定時株主総会

普通株式 288 3 平成21年11月30日平成22年２月22日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
取締役会

普通株式 384 4 平成22年５月31日平成22年８月２日 利益剰余金
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間(自  平成21年３月１日  至  平成21年５月31日)及び当第２四半期連結会

計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年５月31日)並びに前第２四半期連結累計期間(自  平成20

年12月１日  至  平成21年５月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成21年12月１日  至  平成

22年５月31日)

当社グループは、精密切削工具をはじめとする精密機械工具の専業メーカー及び販売会社であり、事業

の種類を大別すると精密機械工具部門とその他に分類されます。なお、精密機械工具部門における売上高

及び営業損益はいずれも全体の90％を超えているため事業の種類別セグメント情報は省略しておりま

す。

　

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年３月１日  至  平成21年５月31日)

　

　
日本
(百万円)

米州
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

6,337 2,159 1,258 2,14211,897 ― 11,897

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

1,322 65 3 138 1,529(1,529) ―

計 7,660 2,224 1,261 2,28113,427(1,529)11,897

営業利益又は営業損失(△) △1,264 30 △55 57 △1,231 33 △1,197

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年５月31日)

　

　
日本
(百万円)

米州
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

9,350 2,714 1,419 3,74217,227 ― 17,227

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

2,671 40 1 176 2,890(2,890) ―

計 12,0212,755 1,421 3,91920,117(2,890)17,227

営業利益 1,051 186 154 806 2,198 30 2,229
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前第２四半期連結累計期間(自  平成20年12月１日  至  平成21年５月31日)

　

　
日本
(百万円)

米州
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

13,9364,902 2,932 5,76827,539 ― 27,539

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

3,105 131 2 421 3,660(3,660) ―

計 17,0415,033 2,935 6,18931,200(3,660)27,539

営業利益又は営業損失(△) △1,821 231 100 764 △725 220 △505

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年12月１日  至  平成22年５月31日)

　

　
日本
(百万円)

米州
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

16,9635,110 2,709 7,17331,956 ― 31,956

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

4,761 61 4 301 5,129(5,129) ―

計 21,7255,172 2,714 7,47437,086(5,129)31,956

営業利益 539 304 228 1,410 2,483 48 2,531

　

(注)  １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　(1)　米　州……米国、カナダ、メキシコ、ブラジル

　(2)　欧　州……英国、ベルギー、フランス、オランダ、デンマーク、スペイン、ドイツ、イタリア

　(3)　アジア……中国、シンガポール、タイ、台湾、韓国、インド
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年３月１日  至  平成21年５月31日)

　

　 米州 欧州 アジア その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 2,127 1,312 2,204 1 5,646

Ⅱ  連結売上高(百万円) 　 11,897

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

17.9 11.0 18.6 0.0 47.5

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年５月31日)

　

　 米州 欧州 アジア その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 2,713 1,445 3,814 1 7,974

Ⅱ  連結売上高(百万円) 　 17,227

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

15.8 8.4 22.1 0.0 46.3

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成20年12月１日  至  平成21年５月31日)

　

　 米州 欧州 アジア その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 4,829 3,069 5,863 1 13,764

Ⅱ  連結売上高(百万円) 　 27,539

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

17.5 11.2 21.3 0.0 50.0

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年12月１日  至  平成22年５月31日)

　

　 米州 欧州 アジア その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 5,093 2,749 7,379 1 15,223

Ⅱ  連結売上高(百万円) 　 31,956

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

15.9 8.6 23.1 0.0 47.6

　

(注)  １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　(1)　米　州……米国、カナダ、メキシコ、ブラジル

　(2)　欧　州……英国、ベルギー、フランス、オランダ、デンマーク、スペイン、ドイツ、イタリア

　(3)　アジア……中国、シンガポール、タイ、台湾、韓国、インド

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末
(平成21年11月30日)

１株当たり純資産額 606.58円
　

１株当たり純資産額 582.19円
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年12月１日
至  平成21年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年５月31日)

１株当たり四半期純損失金額 13.52円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株
式が存在しないため記載しておりません。
 

１株当たり四半期純利益金額 13.76円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
 

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年12月１日
至  平成21年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年５月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
又は四半期純損失(△)(百万円)

△1,300 1,322

普通株式に係る四半期純利益
又は四半期純損失(△)(百万円)

△1,300 1,322

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 96,180 96,070
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第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年３月１日
至  平成21年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年５月31日)

１株当たり四半期純損失金額 7.75円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株
式が存在しないため記載しておりません。

 

１株当たり四半期純利益金額 12.45円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

 

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年３月１日
至  平成21年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年５月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
又は四半期純損失(△)(百万円)

△744 1,196

普通株式に係る四半期純利益
又は四半期純損失(△)(百万円)

△744 1,196

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 96,073 96,070

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第98期(平成21年12月１日から平成22年５月31日まで)中間配当金について、次のとおり取締役会にお

いて決議しました。

①決議年月日 平成22年６月29日

②配当金の総額 384百万円

③１株当たり配当額 4円00銭
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年７月７日

オーエスジー株式会社

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　平　　野　　善　　得　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　高　　橋　　寿　　佳　　印
　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオー

エスジー株式会社の平成20年12月１日から平成21年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年12月１日から平成

21年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オーエスジー株式会社及び連結子会社の平成

21年５月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年７月５日

オーエスジー株式会社

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　大　　橋　　英　　之　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　高　　橋　　寿　　佳　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオー

エスジー株式会社の平成21年12月１日から平成22年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年12月１日から平成

22年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オーエスジー株式会社及び連結子会社の平成

22年５月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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